
開講年度 科目名

開設学科 コース名 開設期

対象年次 科目区分 時間数

単位数 授業形態

教科書/教材

担当教員

授業概要

注意点

種別 割合

試験・課題 50%

小テスト 40%

平常点 10%

回

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

８回

９回

１０回

１１回

１２回

１３回

１４回

１５回 授業のまとめ、期末試験について 全体のまとめ

日本のインテリアの歴史② 室町～現代にかけてのインテリアの歴史を覚え、説明できるようにする

西洋のインテリアの歴史① 古代～近代にかけてのインテリアの歴史を覚え、説明できるようにする

西洋のインテリアの歴史② 世界の有名デザイナーとその作品を覚え、説明できるようにする

その他のエレメント① インテリア関係の調度品、雑貨、植栽の名称と特徴を覚え、説明できるようにする

その他のエレメント② エクステリア関係の名称と特徴を覚え、説明できるようにする

日本のインテリアの歴史① 古代～室町時代にかけてのインテリアの歴史を覚え、説明できるようにする

ウィンドウトリートメント① インテリアに使用されるファブリックの名称と特徴を理解する

ウィンドウトリートメント② インテリアに使用されるファブリックの名称と特徴を理解する

カーペット カーペットの名称と特徴を理解する

家具② 椅子やテーブルの構造、インテリアに使用される木材の名称と特徴を理解する

家具③ インテリアに使用される金属、プラスチックの名称と特徴を理解する

家具④ インテリアにおける仕上げとメンテナンス方法を理解し、実践できるようになる

家具① リビング、ダイニング、寝室の家具の名称と特徴、適正寸法を理解する

評

価

方

法

備　　考

試験と課題を総合的に評価する

授業内容の理解度を確認するために実施する

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

授業計画（１回～１５回）

授業内容 各回の到達目標

ガイダンス インテリアにおける知識の重要性を理解する

　授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。遅刻、欠席をすると内容についていけない為、理由のない遅刻や欠席は認めない。授業

中メモを取り、わからないことは、質問すること。復習の習慣を身に付けること。授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験す

ることができない。

毎回資料を配布する。参考書：インテリアコーディネーターハンドブック　総合版（上・下）、住宅インテリア究極ガイド

担当教員情報

長沼みか 実務経験の有無・職種 有・インテリアデザイナー

学習目的

　インテリアに関する基礎的な知識を習得し、今後の実務や実習課題、資格取得に結び付けることが出来ることを目的とする。インテリアに関する用語

等、今後の課題での共通の情報となるため乗り遅れのないよう自己管理をする。

到達目標

　インテリアコーディネーター資格試験の問題を解くためのインテリアエレメントの知識を習得することを目標にする。インテリアにおける専門用語を覚

え、使用できるようになる。人体寸法や人間工学を理解し、今後の課題に取り入れることが出来るようになる。

教育方法等

　家具、照明器具、ウィンドウトリートメントなどインテリアを構成する要素(エレメント)について学ぶ科目である。前半は家具の名称や素

材についての知識を習得し、後半はインテリアにおける歴史と作品を覚えることで、デザインの引出しを豊富にする。

1年次 必修 30時間

2単位 講義

日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） インテリアエレメント

科目基礎情報

インテリアデザイン科 前期


